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研究成果の概要（和文）：多様な状況・文脈に柔軟・創造的に対応することが可能な多面的な力を持った防災人
材育成を目指し、「災害を生きる力」8因子の教育技術開発を目指した。東日本大震災被災者データの詳細分析
と、多様な一般人対象の社会調査・実験室実験から、生きる力因子と関連する多様な個人要因・特性・行動が明
らかとなった。また生きる力因子の脳内プロセスについては、分析できた４つの因子全てで課題実施中の脳活動
と生きる力因子得点が負相関した。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to develop educational technology for the eight 
factors of the "power to live with disasters" in order to develop disaster prevention human 
resources with multifaceted abilities that can respond flexibly and creatively to diverse situations
 and contexts. Through detailed analysis of the data of the victims of the 2011 Great East Japan 
Earthquake and Tsunami disaster, as well as social surveys and laboratory experiments on a wide 
range of ordinary people, various individual factors, characteristics, and behaviors related to the
 "power to live" factors were revealed. As for the brain processes of these factor, brain activity 
during the task and the factor scores were negatively correlated for all four factors analyzed.

研究分野：認知神経科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
生きる力因子の客観計測手法開発やそれを可能にする認知プロセスの可視化について、その背景思想がナイーブ
すぎる可能性が示唆された。一方で、関連する個人要因・特性・行動の分析とその脳内プロセスの研究知見か
ら、平時に意味を持つ高度な 認知・思考過程を、緊急時にはキャンセル・抑圧する切り替えの能力が、生きる
力の実体である可能性が示唆された。今後の防災教育・一般教育において生きる力の醸成を目指す上で重要な理
論的枠組みになると期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 2011 年の東日本大震災は未曽有の地震・津波・原子力複合災害であり、被災地域の経済的背
景と相まって復興の困難さを現在も示し続けている。これを契機として、防災の考え方の国際的
趨勢は、対象とする「災害の質」を想定可能な単一災害から予測不能な複合災害へ、また対象と
する「災害のフェーズ」を発災・応急時対応から復興へ、と拡大しつつある。2015年 3月の第
３回防災世界会議で採択された仙台防災枠組み 2015-2030[1]で「マルチハザード」「より良い復
興“build back better”」が強調されているのもこの視野拡大を反映する。 
 この変化を受けて防災教育も新しい視野の導入を求められている。従来の防災教育は、想定さ
れる災害への備えや発災時・応急時対応の知識の普及を目的としていた。その重要性は何ら損な
われることはないが、この考え方だけでは現在の防災の視野拡大には対応できない。予測不能な
複合災害への対応や地域固有のより良い復興を、教育の面からサポートするには、多様な状況・
文脈に柔軟・創造的に対応するため、多面的な力を持った人を育てる発想が必要である。 
 この発想に先鞭をつける研究が、申請者らの知る限り１つ存在する。米国の教育心理学者 Al 
Siebert (1934-2009)は 2001年の米国WTCテロ事件(9.11)を含む数多くの災害の生存者にイン
タビューを重ね、災害対応適者に特徴的な性格特性“Survivor Personality”を提案、従前の学
校教育の見直しを提言している[2]。ただこの研究は性格特性の抽出が恣意的であり、特性評価
技術が存在しないことから実証的研究への展開が難しい。 
 本研究では、申請者らが東日本大震災以来進めてきた災害人間科学研究「災害を生きる力」８
因子を発展させ、防災の視野拡大に伴う新しい教育的要請に応えるための学術的基盤の開拓に
挑戦した（図１）。「災害を生きる力」は、被災者 78名を対象に、発災から約２年後の復興期ま
での間に経験した危機回避・困難克服の体験についてインタビューを行い、災害に適応的な個人
の性格・考え方・習慣に関する見解を、被災者 1412名を対象とした質問紙調査に基づいて８因
子に集約したものである。その内容は Al Siebert の先行見解と概ね整合的であり、実際の震災
時行動・経験との関係も確認された [3]。さらに因子抽出に客観的手法を用いている点、個人評
価が可能な質問紙尺度である点、で実証的研究への展開可能性が高い。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、これら８因子（のいくつか）を、新しい防災教育で育成を目指すべき力と想定し、
その工学的な教育技術開発の学術基盤の整備を目指した。そのために解決すべき課題として以
下３つを目的として設定した。 
(a) 客観的指標の開発：質問紙による評価はバイアスが大きく、小児への応用にも限界がある。 
(b) 脳内プロセスの解明：工学的な技術開発に各因子の心理・認知プロセスの理解が必要。 
(c) 育成の理論的枠組み：８因子を育成する技術・教育プログラム開発の考え方が必要。 
 
３．研究の方法 
(1) 東日本大震災被災者データの詳細分析 
 目的「(a) 客観的指標の開発」や「(b) 脳内プロセスの解明」の前提となる、災害時経験・行
動と生きる力因子との関連について分析を深めた。具体的には 2013-14 年に獲得した被災者調
査データ[3]について、①津波が来る可能性の認識や危機感を統制した上での、適切な津波避難
行動への生きる力因子の貢献、②津波避難時における共助行動（他者への避難呼びかけ、援助行
動）への生きる力因子の貢献、③被災直後に経験した問題解決（自助・共助・公助）への生きる
力因子の貢献、④復興期の主観的な復興感に貢献する主要因子の抽出と、それに対する生きる力
因子の貢献、を分析した。また河北新聞社との合同調査データについて、住宅の自力再建と生き
る力因子との関連を分析した。 
(2) 一般対象調査・実験室実験 
 目的「(a) 客観的指標の開発」や「(b) 脳内プロセスの解明」の課題準備として、多様な行動
課題（複雑問題解決課題、文章読み課題、他者意見判断課題、共感・援助行動課題、困難条件意
思決定課題、intentional binding）や性格特性指標（Big5、感謝特性、ダークトライアド）と
生きる力因子との関連を分析した。 
(3) 機能的 MRI 実験 
 目的「(b) 脳内プロセスの解明」のために一般健常被験者を対象とした機能的 MRI 実験を、東
北大学加齢医学研究所の脳 MRI センター設備を用いて行った。F1 を想定した社会的意思決定課
題、F2を想定した想定外問題対応課題、F3 を想定した共感・援助行動課題、F4を想定した困難
条件意思決定課題・他者意見判断課題、F6 を想定した感情制御課題、F7 を想定した死関連思考
課題を実施した。F5と F8 については適切な実験課題を開発できなかった。 
(4) 研究成果の社会実装へ向けた取り組み 
 成果の一般向け発表やアウトリーチ、教育プログラムへの試験実装、生きる力質問紙の短縮版
および小児版の開発を行った。 
 
 



表１ 生きる力因子と関連する要因のまとめ 
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各因子のスコアと有意な正相関・正の効果、高スコア群で見られる結果（イタリックは負相関・負の効果、
低スコア群で見られる結果）を示す。TP：タイムプレッシャー．a: Sugiura et al., under review, b: Sato 
et al., under review, c: Honda et al., under review, d: Wijaya et al., 論文準備中, e:Maruyama et al., 
論文準備中, f: Niikuni et al., 論文準備中, g: Honda et al., 論文準備中, h: Matsuuta et al., 論文準備中  
 
４．研究成果 
(1) 東日本大震災被災者データの詳細分析 
 2013-14 年に獲得した被災者調査データ[3]について、①津波が来る可能性の認識や危機感を
統制しても、主体的避難行動に F1と F8 が有意に貢献していたことが明らかとなった[10]。②津
波に備えて避難をする際に、他者へも避難を促す声がけをした人はしなかった人に比べ有意に
F1, F8 が高く、避難中に他者を援助した人はしなかった人に比べ有意に F2, F3, F5, F7 が高か
った[14]。③被災直後に経験した問題解決は、その手段ごとに貢献した生きる力因子が異なり、
自力解決には F2 が、自ら他人に依頼しての共助には F3 と F4 が、知り合いからの共助には F1
が、公助には F6が貢献していた[Sugiura et al., under review]。④復興期の主観的な復興感
に貢献する主要な２因子、住宅再建とウェルビーイングを抽出し、前者には F1が、後者には F6
と F8 が貢献していた[Sato et al., under review]。また河北新聞社との合同調査データにつ
いて、住宅の自力再建傾向にはF4, F2, F8が促進的に働いていた[Honda et al., under review]。
これらの成果を既存知見[3]と合わせ表１Ａにまとめた。 
(2) 一般対象調査・実験室実験 



 現実的な複雑問題解決課題の成績・反応時間には生きる力因子との相関は見られなかった[15]。
言語情報の読み取り課題では読み時間と F4 と負相関、F5 と正相関が見られた[6]。他者意見判
断課題の遂行時間は F4と負相関した[13]。共感・援助行動は F3 と正相関した[Wijaya et al., 
論文準備中]。困難条件意思決定課題において、高 F4 者は困難さを顧みない傾向が見られた
[Maruyama ら論文準備中]。intentional binding[19]は F7 と正相関していた[Niikuni ら論文準
備中]。自己評価バイアスは社会性（倫理性）次元と F3, F7 が、能力次元と F1, F2, F6, F8 が、
正相関[22]していた。性格特性指標との関連としては、Big5 の外向性が F1 に、勤勉性が F6に、
開放性が F4 に、正の貢献が見られ、感謝特性は F3, F5 に貢献していた[8]。ダークトライアド
は F1, F2, F4 に有意に貢献していた[Honda ら論文準備中]。時間割引率は F4 と相関していた
[Matsuuta ら論文準備中]。これらの成果を既存知見[4]と合わせ表１Ｂにまとめた。 
(3) 機能的 MRI 実験 
 F1 を想定した社会的意思決定課題[12,17]では、F1 と脳反応の有意な相関は見られなかった。
その一方で高齢者が死について考えている（F7 を想定した死関連思考課題[18]）ときの脳活動
と F1 との負相関が、右下頭頂小葉で見られた（図２Ａ）。F2 を想定した想定外トラブル対応課
題[15]中の脳活動と F２との負相関が、左運動前野で見られた（図２Ｂ）。F3 を想定した共感・
援助行動課題[Wijaya ら論文準備中]遂行中の脳活動と F３の負相関が帯状回後部で見られた（図
２Ｃ）。論拠から他者の意見（賛成・反対）を判断する課題[13]遂行中の脳活動と F４の負相関
が右中眼窩前頭回で見られた（図２Ｄ）。F4 を想定した困難条件意思決定課題[Maruyama ら論文
準備中]やF6を想定した感情制御課題[Katayoriら論文準備中]についてはデータ分析中である。 

(4) (a) 客観的指標の開発についての考察 
 まず端的に結論を言えば、本研究では各生きる力因子について、有望な客観的指標の候補を得
ることができなかった。様々な課題で有意な相関を得たものの、それは統計的有意を満たす程度
で、生きる力質問紙を代替できることを示す強力な関係性は得られなかった。唯一この方向性で
さらなる検討の先に希望があるとすれば F4 であろう。文章読みや意思決定が早く、時間割引率
が低いと言う特性象からは、比較的シンプルな認知・行動特性に統合できる印象があり、それを
より直接的に反映する客観指標が開発できるかもしれない。それ以外の７因子に関しては、今回
試みた行動指標との相関はあまりに散発的であった。 
(5) (b) 脳内プロセスの解明についての考察 
 生きる力因子の脳内プロセスに関する今回の研究成果で、最も明快な知見は、全ての因子で課
題実施中の脳活動と生きる力因子得点が負相関したことである。すなわち、生きる力得点の高い
人はより効率的に、無駄な認知・思考プロセス（例：想定外トラブル解決・援助意思決定・他者
意見判断）抜きに課題を遂行できる、あるいは課題に伴う非適応的な脳反応（例：死関連思考時
の認知負荷）を回避・抑制できると言う点である。もちろん、今回の研究で我々は全ての因子を
網羅することができなかったし、各因子について一つの実験で結論を導くことはあまりにも性
急であるが、現時点での暫定的結論として、生きる力が無駄な認知・思考プロセスの少なさと関
連する可能性に、より注目する価値があると言うことは言えるであろう。 
(6) (c) 育成の理論的枠組みについての考察 
 生きる力育成の理論的枠組みについて考える上で、生きる力が無駄な認知・思考プロセスの少
なさと関連する可能性を示唆する脳内プロセスの知見は、極めて重要な意味を持つ。これらの認

 
図２ 機能的MRI 実験結果のまとめ．A：高齢者が死関連思考中の右下頭頂小葉の脳活動とF1が負相関．
B：大学生が想定外トラブル解決課題遂行中の左運動野の脳活動と F２が負相関．C：逆境にある他者に
対する共感性評価課題遂行中の帯状回後部の脳活動とF３が負相関．Ｄ：論拠から他者の意見（賛成・反
対）を判断する課題遂行中の右中眼窩前頭回の脳活動とF４が負相関． 



知・思考プロセスそれぞれは、そもそも本質的に無駄なものではなく、多くの日常的文脈ではむ
しろ適応的な過程と考えられる。例えばトラブル解決時にとりあえず色々試行錯誤する（運動前
野の活動に対応）ことは平時には意味があるし、援助意思決定において援助行動が自分の損得と
どう関係するかを考える（帯状回後部の活動に対応）ことはその価値観においては非常に意味の
あることである。他者意見判断において意見の妥当性を熟慮する（右中眼窩前頭回の活動に対応）
ことも適切な判断には重要であろう。死関連思考時に死が自身にとってどんな意味を持つかを
熟慮する（右下頭頂小葉の活動に対応）ことも、決して無意味とは思えない。しかし、災害の特
定の文脈においては、これらの認知・思考過程を省くことが適応的である、ということもまた一
方で真実なのであろう。ここから言えそうな結論としては、このような平時に意味を持つ高度な
認知・思考過程を、緊急時にはキャンセル・抑圧する切り替えの能力が、我々の目指す生きる力
育成の理論的枠組みなのではないか。 
(7) 研究成果の社会実装へ向けた取り組み 
 これらの成果の一般向け発表やアウトリーチとして地震予測情報に対する人間・社会対応の
あり方[5]や、脳科学の貢献[9]についての総論的提案、災害時の人間の心理の分析[16]を行った。
また、生きる力を向上させる防災・復興教育プログラムについて、学校や地域の防災活動で数多
くの取り組みを行い、その一部は論文化されている [7,20]。また被災地を訪問して現地実習を
行った東北大生のグループが、メンバーの母校で防災教育を行い、学び手が伝え手になる防災教
育・災害伝承システム構築の試みについて、メディア報道や書籍出版[21,22]につながった。ま
た、生きる力質問紙の短縮版を完成させ、標準版と合わせ標準データを含めて国際公開した[11]。
生きる力質問紙の小児版は現在妥当性検証論文の査読中である[Matsuzaki ら]。 
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